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研究要旨 

国内の半数以上の医療機関は自施設に微生物検査室がなく，外部委託を利用している．外部委

託を利用する医療機関において抗菌薬適正使用に重要な Diagnostic stewardship の現状調査

を行った結果，検査前後のプロセスにおける課題が判明した．一度契約した内容の見直しは実

施されておらず，不十分な検体の品質管理や職員教育の現状が明らかとなった．また，診療所

においては実施する検査が限定され，高齢者施設では微生物検査は実施せず感染対策が行われ

ているのが現状である．本研究では診療所および高齢者施設においても抗菌薬適正使用に役立

つ検査の在り方やデータの活用方法について研究する． 

A．研究目的 

 診療所，高齢社施設の現状を把握し，抗菌薬

適正使用に役立つ検査の在り方やデータの活

用方法について研究する． 

 

B．研究方法 

1）加算 2，3施設，診療所，高齢者施設の現

状調査 

2）地域別，医療機関別のアンチバイオグラム

作成と評価 

3）モデルケース施設への介入 

4）高齢者施設向けガイド作成 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は体制整備についての研究であり，個

人が識別可能なデータは取り扱わないが，J-

SIPHE データを扱う際には，データの漏洩等

のセキユリティ対策を徹底するとともに，デー

タを公表する際には，施設名が特定できないよ

う配慮した． 

 

C．研究成果 

1）加算 2，3施設，診療所，高齢者施設の現状

調査 

感染対策向上加算の連携会議を通じて継続

した現状調査を行った．医療機関の種類に関わ

らず，抗菌薬適正使用のためには Diagnostic 

Stewardshipの取り組みは重要であるが，特に

感染症専門医や微生物の専門技師不在の施設

において，検査前プロセスへの改善の取組が必

要であることが判明した．検査前の品質検査の

方法，リジェクションルール等の具体的な事例

を挙げながら教育と改善の取り組みを行った． 

 

2）地域別，医療種別に基づくアンチバイオ 

グラム作成と評価 

J-SIPHE のデータを用いて地域アンチバイ

オグラムを作成し比較した．アンチバイオグラ

ムは抗菌薬の使用状況などのローカルファク

ターが影響するため，自施設または近隣地区で

作成することが推奨されている．サンプル数の

問題等から地域アンチバイオグラムが有用で

あるとの報告もある．今回，外部委託施設と大

学病院のアンチバイオグラムを作成し比較し

た．ESBL産生菌が想定されるグラム陰性桿菌

の菌種と薬剤で大学病院の感受性率が低値で

あった．外部委託のデータを用いて作成したア

ンチバイオグラムは地域でまとめることでサ
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ンプル数は増加するが，特定の菌種と薬剤のみ

の限定したアンチバイオグラムしか作成でき

なかった． 

 

3）モデルケース施設への介入 

感染症医と微生物専門技師が不在の近隣施

設に介入し，実際の外部委託検査のセット項目

やレセプトの状況を確認した．感染症専門医の

視点で介入し，不要な検査と必要な検査のアド

バイスを行った． 

 

4）高齢者施設向けガイド作成 

高齢者施設に向けたガイドに記載すべき対

象菌や現場に役立つ記載方法について意見交

換を行った． 

 

D．考察 

 本年度の取組みを通じて，感染症専門医が不

在の診療所や高齢者施設の現状や課題が明確

となった．実際にモデルケース施設に介入し，

どのような資料を参照すれば介入に有用か，ま

た，対象施設の視点で必要な改善を考える機会

となった．診療所や高齢者施設でも有用なアン

チバイオグラムには地域で作成したものが利

用できるが，具体的な利活用は検討する必要が

ある． 

 

E．結論 

本年度の取組みを踏まえ，高齢者施設に有用

なガイドの作成に繋げていく． 
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